
令 和 ６ 年 ７ 月 号

赤 穂 警 察 署 地 域 課

令和５年中 自転車盗被害６5件 うち無施錠での被害５６件

令和６年6月末 自転車盗被害１４件 うち無施錠での被害１３件
赤穂市内では、駅周辺又は商業施設の駐輪場にカギをかけていない（無施錠）状態で止めて

いた自転車が盗まれる被害に歯止めがかからない状況となっています。
赤穂署としても効果的な防犯、検挙対策を講じるべく知恵を絞っています。
赤穂市民の皆さんは、駐輪時の確実な施錠をお願いします。

➀ いつでも、必ずカギをかけましょう！
➁ ２個以上のカギ（ツーロック）をしましょう！！
➂ 自宅や学校などでも必ずカギをかけましょう！

自動録音電話機の購入補助事業を利用して、防犯対策を備え
た電話機に買い替えましょう。
ＮＴＴ西日本の無償化サービス（ナンバー・ディスプレイ等）

を利用して、知らない番号からの電話に出ないようにしましょう。
非通知からの電話をブロックしましょう。
国際電話の利用休止サービスを利用して、特殊詐欺の犯行に

多く使われている国際電話番号からの着信をブロックしましょう。

固定電話の補助事業やサービスを利用して防犯対策を！

水難のうち、水泳中や水遊び中の事故は夏場に集中して発生しますが、釣り客や通行人の水中
転落事案は、年間を通じて発生しています。
年代別では、子供よりも大人の水難が多く発生しており、今年水難で亡くなられた方は全て大

人の方です。特に65歳以上の高齢者が水難で多く亡くなっており、亡くなられた方の６割以上が
高齢者です。
○魚釣り・魚取りの際には転落等のおそれがある場所には近付かないようにしましょう。
○水辺でのレジャーには必ずライフジャケットを着用しましょう。
○事前に気象情報を把握し、天候不良が予想される際には水辺に近付かないようにしましょう。
○体調が万全でないとき、飲酒したときなどは水辺に近付かないようにしましょう。

近年、兵庫県内の山岳遭難発生件数は100件前後で推移しており、遭難者数は13年連続で100
名を超えています。
場所別では約半数が「六甲山系」で発生し、態様別では「道迷い」が最も多く発生しており、

年代別では40歳以上の中高年者が全体の７割以上を占めています。
近年、熊に襲われたり、遭遇したりする事故が発生しています。県内の山林にも熊は生息して

おり、登山中などに熊に遭遇する可能性があるので、ご注意ください。
事前に登山計画を立てるとともにルートや装備品を確認するなど、しっかりと準備をした上で登

山に臨みましょう！
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スピードを落として安全な速度でゆとりのある運転に心掛けましょう。

令和６年６月末 令和５年６月末 前年対比

件数 死者 傷者 件数 死者 傷者 件数 死者 傷者

赤穗市内 ７６ １ ９５ ４３ １ ５４ +３３ ±０ +４１

赤穂駅前 １７ ０ １８ ９ ０ ９ +８ ±０ +９

塩 屋 １７ ０ １９ ５ ０ ６ +１２ ±０ +１３

有 年 ９ ０ １９ １０ ０ １３ -１ ±０ +６

大 橋 １３ ０ １５ ８ ０ １１ +５ ±０ +４

新 田 ５ ０ ６ ３ １ ６ +２ -１ ±０

折 方 ２ ０ ２ ０ ０ ０ +２ ±０ +２

福 浦 ２ １ ２ ０ ０ ０ +２ +１ +２

御 崎 １ ０ １ １ ０ １ ±０ ±０ ±０

坂越駅前 ６ ０ ８ ３ ０ ４ +３ ±０ ＋４

高 谷 １ ０ ２ ３ ０ ３ -２ ±０ -１

高 雄 ３ ０ ３ １ ０ １ +２ ±０ ＋２

横断歩行者の交通事故防止に関する啓発動画についてはこちらの二次元コードをチェックしてみて

ください！ドライバーと歩行者の双方に気を付けて欲しい内容です。ぜひ、ご覧ください。

横断歩道合図(アイズ)運動とは、主に信号機が設置されていない横断
歩道において、歩行者の安全確保を目的とする運動です。
手を上げる動作と目でアイコンタクトをしてお互い合図しましょう。

ダイヤマークは『この先に横断歩道または自転車横断帯があ
ること』を意味しています。信号機のない横断歩道などの手前に
は♢（ダイヤマーク）があります。
ダイヤマークを見たらアクセルから足を離し、その先の横断

歩道に歩行者等がいた場合に確実に停止できる準備をしましょ
う！

運転者編その１ 運転者編その２ 運転者編その３ 歩行者編その１ 歩行者編その２
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